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基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜（例えば，準学士課程入学者

選抜，編入学生選抜，留学生選抜，専攻科入学者選抜等が考えられる。）の基本

方針などが記載されたアドミッション・ポリシーが明確に定められ，学校の教職

員に周知されているか。また，将来の学生を含め社会に公表されているか。 

（観点に係る状況）  

 学生の受入機会は，準学士課程入学者選抜，編入学生選抜及び専攻科入学者選抜である。 

 平成１８年度準学士課程入学者選抜に向けて，平成１７年６月の教員会議において，アドミッショ

ン・ポリシーを改訂し（資料４－１－①－１），カレッジガイド（資料４－１－①－２），学校要覧，

学生便覧，ウェブページに掲載し，本校構成員と中学校への周知を行っている。 

 アドミッション・ポリシーは，学校としてのものと，各学科のものとがある。学校のアドミッショ

ン・ポリシーは教育方針（前出資料１－１－①－１），基本理念及び教育目標（前出資料１－１－①

－２，別添「学生便覧」冒頭）に対応し定められている。また，各学科のアドミッション・ポリシー

は，各学科の目的（前出資料１－１－①－３，別添「学生便覧」冒頭）に合わせて定められている。 

（資料４－１－①－１） 

「アドミッションポリシーの改訂」 

（出典 教員会議議事録）
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（資料４－１－①－２） 

「準学士課程アドミッションポリシー（カレッジガイド）」 

（出典 カレッジガイド２００６ ２頁）
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 カレッジガイドと学校要覧は，各中学校へ郵送のほかに，本校で開催する学校説明会（資料４－１

－①－３），入学試験委員会委員が行う中学校訪問（前出資料１－２－②－４，資料４－１－①－

４）と入試説明会，及び，オープンカレッジ（資料４－１－①－５）において，中学生，保護者，中

学校教諭に対して配付すると同時に口頭での説明も行っている。 

 

（資料４－１－①－３） 

「学校説明会日程と参加者数」 

（出典 学生課）
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（資料４－１－①－４） 

「中学校訪問」 

（出典 学生課）
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 平成１７年度のカレッジガイドの配付数は平成１６年度と同程度になる。平成１６年度における各

中学校への郵送分を含めた配付実績は（資料４－１－①－６）に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校教職員に対しては，教員会議，教務委員会，各学科教室会議などにおけるアドミッション・ポ

リシーについての検討や，カレッジガイド，学校要覧，学生便覧の配付とウェブページによって周知

されている。 

（出典 学生課）

（資料４－１－①－６） 

「カレッジガイド等配付数」 

（資料４－１－①－５） 

「福井高専オープンカレッジ」 

（出典 オープンカレッジパンフレット表紙）
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 編入学生選抜では，準学士課程入学者選抜のアドミッション・ポリシーを適用し，編入学生募集要

項（資料４－１－①－７）及びウェブページに掲載している。募集要項の配付実績を（資料４－１－

①－８）に示す。また，募集要項は教員会議で検討された後，本校教員に配付されている。 

（出典 平成１８年度編入学生募集要項１頁）

（資料４－１－①－７） 

「編入学生選抜アドミッション・ポリシー」 

（出典 学生課）

（資料４－１－①－８） 

「編入学生募集要項配付実績」 
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 専攻科入学者選抜のアドミッション・ポリシーは，学生便覧（資料４－１－①－９，別添「学生便

覧」冒頭）に掲載されている。また，同じものが選抜方針という名称で専攻科学生募集要項（資料４

－１－①－１０）とウェブページに記載されている。専攻別の教育目標は専攻科ガイド（資料４－１

－①－１１），及び学校要覧（資料４－１－①－１２，別添「学校要覧」２６頁）に掲載されている。

専攻科ガイドと学校要覧は，本校の学生と保護者，企業に配付されている。また，学生便覧，専攻科

ガイド，学校要覧，募集要項は本校教員にも配付され，学内関係者に対しても周知が図られている。 

（出典 平成１８年度専攻科学生募集要項１頁） 

（資料４－１－①－１０） 

「専攻科選抜方針」 

（出典 専攻科ガイド３頁）

（資料４－１－①－１１） 

「専攻科専攻別学習内容と育成する人材（専攻科ガイド）」 
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（分析結果とその根拠理由）  

 準学士課程は，本校全体と各学科それぞれの教育の目的に沿ったアドミッション・ポリシーが明確

に定められ，カレッジガイド，学校要覧及びウェブページに掲載すると同時に，各種説明会において

直接説明し広く周知されている。本校の構成員に対しては，カレッジガイド，学校要覧，学生便覧の

配布及び教員会議等で周知されている。編入学のアドミッション・ポリシーは，準学士課程と同じも

のを適用し，募集要項の配付とウェブページに掲載していることで学内外共に周知されている。専攻

科生選抜のアドミッション・ポリシー（選抜方針）は，学生便覧，募集要項及びウェブページに掲載

されている。また，教育目標が専攻科ガイドと学校要覧に掲載されるなど，周知が図られている。 
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観点４－２－①： アドミッション・ポリシーに沿って適切な学生の受入方法が採用されており，

実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

 準学士課程入学者選抜は，推薦による選抜・学力検査による選抜があり（資料４－２－①－１），

入学者選抜実施要綱（資料４－２－①－２）に基づいて実施している。 

（出典 入学者選抜実施要綱１頁）

（資料４－２－①－２） 

「入学者選抜実施要綱」 

（出典 平成１７年度学生募集要項１頁）

（資料４－２－①－１） 

「準学士課程入学者選抜方法」 
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 推薦選抜には推薦要件アとイがある。アの要件では，推薦書，調査書，健康診断，作文及び面接の

結果を総合して判定する。イの要件では，これに科学の分野における優秀な成果の口頭発表に対する

評価が加わる（資料４－２－①－３）。作文（資料４－２－①－４）及び面接内容は学科毎に選抜方

針に沿った課題を指定している。作文，面接の評定は選抜方針に沿って行い，各学科で評定結果につ

いて検討した後，入学試験委員会を経て教員会議において合否を判定する。 

（出典 平成１７年度学生募集要項２頁）

（資料４－２－①－３） 

「準学士課程入学者選抜方法」 
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（出典 学生課）

（資料４－２－①－４） 

「推薦選抜作文課題」 
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 学力検査による選抜では，学力検査，調査書，健康診断の結果を総合して判定する（資料４－２－

①－５）。学力検査では，国立高等専門学校入学者選抜学力検査問題（資料４－２－①－６）を使用

している。アドミッション・ポリシーにおける，基礎学力が備わっている人，国際社会で活躍したい

と思っている人，自分で課題を考え，解決する能力を身に付けたい人，という項目に対応して，５科

目において偏りなくバランスの良い成績の学生を受け入れている。 

 

（出典 平成１７年度学生募集要項７頁）

（資料４－２－①－５） 

「学力検査選抜方法」 

（出典 ウェブページ）

（資料４－２－①－６） 

「入学者選抜学力検査問題」 
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 編入学生選抜は，学科毎の学力検査（作文含む）・調査書・推薦書・面接及び健康診断書の内容の

総合判定で（資料４－２－①－７），編入学生選抜実施要綱に従って行われる（資料４－２－①－

８）。面接の内容及び評定はアドミッション・ポリシーに沿って行い，各学科で評定結果について検

討した後，入学試験委員会を経て教員会議において合否を判定する。

（出典 編入学生選抜実施要綱１頁）

（資料４－２－①－８） 

「編入学生選抜実施要綱」 

（出典 平成１８年度編入学生募集要項１頁）

（資料４－２－①－７） 

「編入学生出願資格，選抜方法等」 
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 専攻科入学者選抜は，推薦による選抜・学力による選抜・社会人特別選抜の三種がある（資料４－

２－①－９）。推薦による選抜は年一回行われ，推薦書・調査書・面接（専門科目に関する口頭試問

を含む）及び健康診断書の内容の総合判定により行う（資料４－２－①－１０）。学力による選抜は

年に二回（前・後期）行われる。国際的コミュニケーション能力と工学的素養を確認するための英語

と数学の筆記試験と面接（専門科目に関する内容の口頭試問を含む）及び調査書ならびに健康診断書

の内容の総合判定により行う（資料４－２－①－１１）。社会人選抜は年一回行われる。社会人技術

者の再教育を目的とし，所属長の推薦書，出身学校長の調査書及び面接の内容の総合判定により行う

（資料４－２－①－１２）。総合判定は福井工業高等専門学校専攻科入学者選抜実施要領（資料４－

２－①－１３）に従って行われる。面接の内容及び評定は選抜方針に沿って行い，各専攻で評定結果

について検討した後，専攻科委員会を経て教員会議において合否を判定する。

（出典 平成１８年度専攻科学生募集要項１頁）

（資料４－２－①－９） 

「専攻科生選抜方法」 

（出典 平成１８年度専攻科学生募集要項１頁）

（資料４－２－①－１０） 

「出願資格と選抜方法（推薦選抜）」 
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（出典 平成１８年度専攻科学生募集要項４頁）

（資料４－２－①－１１） 

「出願資格と選抜方法（学力選抜）」 
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（出典 専攻科入学者選抜実施要領１頁）

（資料４－２－①－１３） 

「専攻科生選抜実施要領」 

（出典 平成１８年度専攻科学生募集要項８頁）

（資料４－２－①－１２） 

「出願資格と選抜方法（社会人特別選抜）」 
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（分析結果とその根拠理由）  

 準学士課程入学者選抜は，推薦と学力検査による選抜が実施されている。推薦選抜は，学科毎にア

ドミッション・ポリシーに沿った内容の作文と面接が実施されている。また，科学の分野における優

秀な成果の口頭発表を評価に加える出願要件を設けており，多様な方法で選抜が実施されている。学

力検査はアドミッション・ポリシーに沿って５科目で偏りのない成績の学生を受け入れている。編入

学生選抜では，学科毎にアドミッション・ポリシーに沿った内容の学力検査と面接が実施されている。

専攻科生入学者選抜は，推薦と学力検査及び社会人選抜とがあり，それぞれアドミッション・ポリシ

ーに沿った内容の面接，学力検査が実施されている。
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観点４－２－②： アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われているかどうか

を検証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立てているか。 

（観点に係る状況）  

 学生募集，入学者選抜の実施，入学者選抜の合格候補の選考に関する事項を審議する入学試験委員

会が置かれ，教務主事，教務主事補，学科（教室）主任，事務部長によって組織されている（資料４

－２－②－１）。 

（出典 福井工業高等専門学校規則集１２２頁）

（資料４－２－②－１） 

「入学試験委員会規則」 
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 また，教務委員会（資料４－２－②－２）において，入学後の学生に対して一斉テストを実施して

基礎学力の検証を行い（資料４－２－②－３），入試委員会と連係して入学者選抜の改善を検討して

いる（資料４－２－②－４）。 

 準学士課程入学者選抜における推薦選抜，及び編入学生選抜では，選抜方針に沿った作文課題を各

学科から出題している。面接内容は，各学科で選抜方針に沿った内容になるよう面接担当者が事前に

協議した上で，面接に当っている。 

（出典 福井工業高等専門学校規則集１１１・７頁）

（資料４－２－②－２） 

「教務委員会規則」 
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 専攻科生選抜においては，専攻科委員会が入学者選抜等に関することについて検討している（資料

４－２－②－５）。専攻科委員会では，受験希望者に対して適切な情報を開示するため，選抜方法を

明記した平成１８年度募集要項についての検討を行い，改訂している（資料４－２－②－６）。

（出典 教務委員会議事録）

（資料４－２－②－３） 

「１年生一斉テストの実施」 

（出典 入学試験委員会議事録）

（資料４－２－②－４） 

「１年生一斉テスト結果の検討」 
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（分析結果とその根拠理由）  

 準学士課程及び編入学生選抜では，学生募集と入学者選抜については入学試験委員会が，入学後の

学生については教務委員会が検討している。両委員会が連携して，入学者選抜の改善を検討している。

また，専攻科生選抜では，専攻科委員会が選抜方法の改善を検討している。

（出典 福井工業高等専門学校規則集）

（資料４－２－②－５） 

「専攻科委員会規則」 

（出典 専攻科委員会議事録）

（資料４－２－②－６） 

「募集要項の改訂」 
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観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていな

いか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，入学定

員と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

（観点に係る状況）  

 準学士課程入学者選抜における定員は，各学科４０名である。推薦選抜ではその３０％程度とし，

学力選抜を含めて定員を満たすよう合格判定を行っている。ただし，学力選抜のうち各学科８名以内

を工学基礎コースとしている（前出資料４－２－①－１）。本校の合格辞退者は極めて少ないため，

定員の４０名を合格とし，辞退者がある場合には追加合格により定員を満たすようにしている。準学

士課程における現員と実入学者数は（資料４－３－①－１，別添「学校要覧」３７頁）である。 

 入学試験委員会では，中学生の減少を受け，定員の確保のための受験者数増加の方策を検討してい

る。平成１６年度推薦選抜において，各中学校から各学科へ１名のみという枠を撤廃し，推薦選抜の

受験がしやすくなるよう配慮した。また，学力選抜においては，２年進級時に転科が可能な工学基礎

コースを設置し，中学時点での学科選択という高専希望者にとっての敷居を低くし，受験者増への取

組みを行った（資料４－３－①－２）。

（出典 学生課）

（資料４－３－①－２） 

「工学基礎コース」 
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 編入学生選抜における定員は，各学科若干名である（資料４－３－①－３）。受入予定のクラスの

人数が教育に支障をきたさないよう合格者数を検討し，合否判定を行っている。４，５学年の現員は

（前出資料４－３－①－１，別添「学校要覧」３７頁）に，編入学選抜における実入学者数は（資料

４－３－①－４）に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成１７年度編入学生募集要項１頁）

（資料４－３－①－３） 

「編入学選抜定員」 

 （出典 学生課）

（資料４－３－①－４） 

「編入学選抜実入学者数」 

機械 電気 電子情報 物質 環境都市

平成15年度 1 2 0 1 3

平成16年度 0 1 0 1 3

平成17年度 1 2 0 0 2

入学年度
入学者数

表　　編入学入学者数
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 専攻科生選抜における定員は，（資料４－３－①－５）に示す。専攻科生選抜における実入学者数

は（前出資料４－３－①－１，別添「学校要覧」３７頁）である。定員２０名に対して３０名程度入

学している。専攻科では，定員２５名の講義室１，定員４０名の講義室２，定員１６名のゼミ室３，

及び，１０名程度収容できるゼミ室１とゼミ室２を利用して講義を行っている。学年別や専攻別の講

義は講義室を使い，少人数で行う演習などではゼミ室を利用している。工学実験では専攻科生を少人

数のグループに分けて，複数の教員がそれぞれの実験室等を利用して実施している。また，特別研究

では，指導教員１名に対して，専攻科生１，２名程度であり，それぞれの設備において定員を超過し

ている影響は無いものと考えられる。 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 準学士課程の実入学者数は定員どおりで適正になっている。また，受検者数増に向けた取組みがな

されている。編入学生選抜では，入学後のクラスの人数が教育に支障のない事を検討しながら合否判

定を行っており適正である。専攻科生選抜では，実入学者数は定員を超過しているが，教育に支障の

ない講義室，実験室等の設備が備わっており，適正であると考えられる。 

（出典 平成 18 年度専攻科学生募集要項１頁）

（資料４－３－①－５） 

「専攻科生選抜定員」 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 準学士課程において，学校説明会，オープンカレッジ，中学校訪問及び入試説明会などを積極的に

実施し，学生の受け入れ方針の周知をはかり，本校の教育目的に共感する優秀な学生の確保に努めて

いる。 

 準学士課程における推薦選抜で，科学の分野における優秀な成果の口頭発表を評価に加える出願要

件を設けており，多様な学生を受け入れている。 

 

（改善を要する点）  

 特になし。 

 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

 学生の受入について，準学士課程，編入学ともに平成１８年度入学者選抜に対してアドミッション

・ポリシーを改訂し，学校全体のものと各学科のものを定めた。アドミッション・ポリシーは，カレ

ッジガイド，学校要覧，学生便覧及びウェブページに掲載され，中学生向けの学校説明会等の機会で

もカレッジガイドを配付しながら直接説明を行うなど，将来の学生，社会及び本校構成員に対しての

周知を積極的に行っている。専攻科課程でも，アドミッション・ポリシーを定め，募集要項，学生便

覧及びウェブページに掲載している。また，教育目標が学生便覧，専攻科ガイド及び学校要覧に掲載

され，本校の学生・保護者ならびに企業等に配付するなど，本校専攻科の教育目標に共感する学生の

募集に努めている。 

 準学士課程及び編入学は入学試験委員会で，専攻科課程は専攻科委員会で，それぞれのアドミッシ

ョン・ポリシーに沿った適切な入学者選抜を実施している。準学士課程の推薦による選抜では，科学

の分野における優秀な成果についての口頭発表を評価に加える出願要件を設けており，多様な学生を

受け入れている。また，実際に入学した学生の基礎学力について一斉テストを実施し検証している。 

 準学士課程の実入学者数は定員どおりとなっている。編入学の実入学者数は，教育に支障のない人

数で適切になっている。専攻科課程の実入学者数は定員を超過しているが，施設・設備及び教育・研

究指導において支障のない程度になっている。 
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